
スポーツ振興くじ助成事業 
JFA キッズプログラムいわて２００９                            (社)岩手県サッカー協会 キッズ委員会 

 

in はなまき 写真館 
************************************************************************************************ 

日 時： 2009 年 9 月 26 日 （土） 9：30～12：00 

会 場： 花巻市スポーツキャンプむら 

主 催： （社）岩手県サッカー協会 

主 管： （社）岩手県サッカー協会 キッズ委員会／（社）岩手県サッカー協会 花遠支部／花巻市サッカー協会 

後 援： （財）日本サッカー協会（JFA）／花巻市教育委員会／（財）花巻市体育協会 

内 容： クリニック的なウォーミングアップ、原則 5人制ゲーム（1 チームあたり 3 試合） 

* サッカーに親しんだことのない子供も含め、多くの子供にボールを蹴る楽しみを味わってもらう 

 

参加者： 143 名 （ U-6： 18 名 、U-8： 125 名 ） 
 

運営スタッフ： 21 名 

花巻市サッカー協会、花巻市内少年団スタッフ、花巻銀河ＪＦＣ児童 

岩手県サッカー協会 キッズ委員会 （荒川 裕司 、鎌澤 和之） 

* 地元責任者： 阿部 睦春 （花巻市サッカー協会） 

* 統括責任者： 荒川 裕司 

 

 

会場                            受付 

   
 

開会式： 地元協会より ごあいさつ          グリーンカードの説明 ： 八重樫コーチ 

   



スポーツ振興くじ助成事業 
◆◆ U-6 ◆◆ 

キッズピッチ                        ウォーミングアップ

   
試合のようす                       ストライカー君がいました

   
 

記念集合写真

 
南城キッズ A／南城キッズ B／ひまわり／ファイヤー 

 

 

 

U-6 スタッフコメント
子供たちは素直に活動してくれて、とても進めやすかったです。 

人数が 4人 VS 5 人となる試合もありましたが、不満も出ずに楽しくできました。 

保護者の方々も、子供の活躍に喜び、励ましてくれていました。 

（U-6 担当： 竹林コーチ） 



スポーツ振興くじ助成事業 
◆◆ U-8 ◆◆ 

試合のようす

   
握手 （KRT VS ギャラクシーはなまき） 

   
 

記念集合写真 B コート                C コート 

   
D コート                          E コート 

   
F コート 
   

 

 

 

 

 

 



スポーツ振興くじ助成事業 
U-8 チーム紹介 
B コート： なつたっこ／DASH DASH／鵜飼サッカークラブ／イエローキッズ 

C コート： 一関 SSS キッズ／ギャラクシーはなまき U-8／KRT／ブルーキッズ 

D コート： 湯本サッカー少年団 B／若柳 SC／花巻サッカー少年団／グリーンキッズ 

E コート： 湯本サッカー少年団 A／Bruja DELVISO 赤浜／矢沢サッカー少年団／ドラゴンファイターズ 

F コート： 南城キッズ／イナズマドラゴン／宮野目サッカースポーツ少年団／スター 

 

U-8 スタッフコメント 
個人参加者ミックスチームが仲良くプレーをしていて、良かったです！               （U-8 担当： 八重樫コーチ） 

 

 

閉会式 クールダウン                  総評： 阿部 睦春コーチ

   
 

 

参加賞お渡し

   
 

 

地元責任者コメント 
天候にも恵まれ、コンディションの良い中実施することができました。ほぼタイムスケジュール通り実施することができ、事故や選

手の大きな怪我もなく良かったです。 

ピッチ作りや演出もスタッフの協力のもと、スムーズに設定できました。 開会式からウォーミングアップ・ゲーム・閉会式・写真撮

影・記念品渡しと、最後まで子供たちをサポートしていただきすばらしい運営ができたと思います。 

（阿部 睦春） 

 

統括責任者コメント 
「スポーツキャンプむら」での開催でしたが、広大な敷地という事もあってピッチにも余裕があり、子供たちは元気に駆け回ってい

ました。 

天候に恵まれた事もあり、プレーをする子供たち、応援する父母の方々の笑顔が印象に残りました。 

花巻での開催は３年振りの２回目でしたが、また来年の開催を希望する声が多くあり、今後も続けていきたいと思いました。 

（荒川 裕司） 

 

 

 

 

（編集： 鎌澤 和之） 


